
吉原地区、古川地区

『人・農地プラン』

令和3年3月17日
香南市農林水産課

1



吉原・古川地区の人と農地の課題と背景

■課題

■課題とした理由/背景

吉原・古川地区は、高齢化が進行しつつあり、しかも後継者

の不足により、耕作放棄地が増加していることが課題です。
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・古川地区営農アンケートより：
この地区は、後継者不在割合が大変高い（82％）状況である。耕作
者のみならず、受け手も高齢化が進んでいる。こうした状況下で、農

業者の3人にひとり（35％）は高齢化等による離農や離農を見据えて
経営縮小を考えている状況にある。

・吉原地区営農アンケートより：
子供はいても農業後継者ではない状況も含め、後継者不在割合が

70％ある。耕作者のみならず、受け手も高齢化が進んでいる。こうし

た状況下で、農業者の4人にひとり（28％）は高齢化等による離農や
離農を見据えて経営縮小を考えている状況にある。
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か

人（農業者）

物（インフラ）金（農業経営）

情報/仕組み

耕作者が
高齢化

借り手が
高齢化

子供は
県外に出て
帰ってこない

子供は居るが
農業はしない

収益面で見

込める
作物がない

水路、農道の整備が
できていない

圃場整備ができていない

農業(稲作)の
採算が合わない

地区の課題の要因
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農地を貸す、
売る方法が
わからない

遠方、県外在住
耕作地まで遠い

赤字：アンケートに
同様の内容の記載あり

農地を受け
継ぐ仕組み
が理解され

ていない

若い人は
他産業に
就いている

津波の虞/自然災害のリスク賃料減少し
税、賦課金で
維持できない

手取りが少ない

後継者が
生活基盤を
築ける環境
基盤づくり

農機具等のコ

ストが高い

大雨時水害に見舞われる

②

施策検討事項

 後継者の不足する背景には、農業経営の困難さ（収益の上がる農業経営ができな

い）ことがあり、この改善のためには、①圃場の整備を行うことが必要であること

②農業支援の情報の取得が必要であるとの認識で一致した。

①



課題対応方針/施策

・吉原・古川地区は、後継者の不足が課題であるため、圃場整備の検討や
補助金等農業関連の情報取得の仕組み構築を通じて、農業経営の改善の基

盤づくりに努め、地区の農地の維持につなげる。

■方針（基本的な考え方）

■施策（取組み）

方針
施策

（なにを）

目標

（どこまで）

担当（誰が）
期限
（い

つ）
地区
農業者

行政
農業委員会

農業公社
振興C,JA、他

後継者
の確保
を通じ
て農地

の維持

・地区の農業インフ

ラ改善促進

・圃場整備に向けた準備

/実施計画の検討
・農地の集約などに関し
て、地区の農業者の合意

形成

◎
建設課
◎ ○

R3.通
年

・HP等を通じた情
報を受ける仕組みづ

くり（市のHP経由
で農業経営/農地情
報が得られる仕組

み）

・農業採算性の向上の支
援となる補助金情報の取

得（特に新規就農） ○
農林水産課
◎

R3.上
期
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HP:ホームページ
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＜資料＞

 以下のページは、プラン原案策定のための元となる資料です。
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＜参照＞
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吉原・古川地区原案の話合いの白板（２月9日）
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補足）営農アンケートより

■農業後継者の状況

吉原地区 古川地区
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補足）営農アンケートより

■今後５年～10年の営農希望

吉原地区 古川地区
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補足）営農アンケートより

吉原地区 古川地区

■地区の農業や農業者の認識
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補足）吉原
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補足）古川


